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－福知山河川国道事務所－
綾部市立中筋小学校に防災教育を実施！

～地域を守るインフラを見学し防災意識向上～
―福知山河川国道事務所－

由良川沿川市（福知山・綾部・舞鶴・宮津市）、京都府、京都気象台及び当事務所で構成している由良
川減災対策協議会では、ソフト対策の取り組むべき内容として防災教育の充実を挙げております。その
取り組みの一環として、福知山河川国道事務所と綾部市の共催により、綾部市立中筋小学校５年生を
対象とした防災教育を行いました。 今回は、１０月に行った教室での講義に引き続き、児童に相長川水
門、排水ポンプ車、雨水ポンプ場の機能を説明し、児童が防災について考えるきっかけとなりました。

R1.11.21

【概要】
○日時： 令和元年１１月２１日（木）

９：４０～１１：３０
○場所： 相長川水門（国交省）

雨水ポンプ場（綾部市）※建設中
○参加人数： 綾部市立中筋小学校５年生 ６２名

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 調査課
〒620-0875 福知山市字堀小字今岡2459-14 0773－22－5104（代表）

なかすじ

見学の様子 水門の内部も見てもらいました！

排水ポンプ車の説明（綾部市）

【児童の感想】

・雨水ポンプ場・排水ポンプ車・相長川水門を見学して、それぞれの施設の効果が分かった。
・写真でみるのと違い、実際に見る水門や樋門は大きくてびっくりした。

綾部市が建設中の雨水ポンプ場を説明

由良川

相長川水門（国交省）

ポンプ場、排水ポンプ車（綾部市）


